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研究成果の概要（和文）：本研究は、不登校や発達障害などの学校不適応児への支援システム，
特に学校支援を中心に検討することを目的とし、1)教育相談事例の整理・分析、2)中学校にお
ける不登校・発達障害生徒の実態調査、3)教育支援プログラムの開発、4)保育・教育関係者向
けの発達障害幼児への対応マニュアル作成等を行った。成果は、研究発表、ミニハンドブック
の刊行、インターネットによる学習プログラムの配信等によって公開した。 

 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop support system for the school 
maladjusted children such as non-attendance at school or the developmental disability. The 
following four workｓ  were conducted.  1) Collection and analysis of case data of 
educational Counseling, 2) Survey of support system in junior high school students with 
school maladjustment and developmental disabilities, and 3) Development of educational 
programs, 4) Create a guide for children with developmental disabilities for caregivers and 
educators. These results were published as research papers and mini-handbook. In 
addition, learning materials are accessible on the Internet. 
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１．研究開始当初の背景 
東京学芸大学教育実践研究支援センターで

は、これまで次のような研究成果と予備研究
を展開している。｢教育相談総合化対応と緊
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急的課題調査(全国教育相談センターの情
報)｣｢不登校児と発達障害児の教育相談支援
データの蓄積(電子情報 4万件程)｣｢特別なニ
ーズのある児童生徒の支援プログラム(発達
支援，学習支援，行動支援)のデータベース
化(研究報告書)｣｢地域の小中学校への訪問
支援事業による専門的支援方法の蓄積(年間
約 200件×10年の報告書｣｢近隣小学校におけ
る相談室設置(スクールカウンセラー実習)
による支援事例と方法の蓄積(10校×10年の
報告書)｣である(｢教育実践研究支援センタ
ー事業報告｣｢発達障害相談事業概況｣より)。 
これらの研究活動の過程で、指摘されてき

た課題のひとつとして、学校フィールドの問
題としての、不登校と発達障害の児童・生徒
に対する相談支援体制の推進と充実があげ
られる。平成 19 年度までの学校基本調査に
よる推移をみても、不登校の理由が「複合的」
で、主となる理由を特定できないタイプの割
合が伸びており、不登校の要因・背景の複合
化や多様化がうかがわれる。一方、発達障害
については、平成 14 年度の文科省の調査で
は通常の学級に約６％の割合で在籍してい
る可能性が示唆されている。 
このように学校現場では、様々な教育上の

問題を抱える児童生徒が増加しており、校内
にとどまらず、他機関との連携や、教員、保
護者、スクールカウンセラーなどとのチーム
支援の必要性が認識されている。 
 

２．研究の目的 
本研究は、不登校や発達障害などの学校不

適応児への支援システム、特に学校支援を中
心に検討することを目的としている。具体的
には、次の４つの課題に取り組む。 
(1)これまでに蓄積した教育相談事例の整
理・分析に加え、あらたなデータを収集し、
データベース化をはかる 
(2)データベースの活用方法を検討するため
に、全国の不登校・発達障害生徒の傾向と学
校における支援システムの実態を調査する。 
(3)インターネット上で配信する教育支援プ
ログラムを開発する。 
4)移行支援と連携のモデルを構築するため
に、発達障害幼児への対応について保育・教
育関係者向けのマニュアル作成を行う。 
 

３．研究の方法 
(1)教育相談支援及びクラスマネージメント
の事例データの整理及びデータベース化 
 東京学芸大学で支援・経験した学校不適応
児（不登校，発達障害など）への教育相談支
援事例を整理分析し，電子化情報によるデー
タベース化を行った。具体的には、臨床心理
学分野や特別支援教育専攻の大学院生の研
究協力を得て、スキャナーで PDF化した。 
 

(2)教育現場の実態調査 
事例データベースの活用方法を検討する

ための基礎資料として、中学・高校の不登
校・発達障害生徒の傾向と学校における支援
の実態調査を行った。具体的には、関東地域
の中学校、東日本地域の高等学校保健室を対
象とした調査を行った。  
 
(3) インターネット・プログラム作成      

各種事例データベースの問題別・症状別・
支援内容別・支援方法別などによる検索可能
なプログラムの作成・開発及び、インターネ
ット上で配信する学習教材の開発を行った。 
 
(4) 発達障害幼児への対応について保育・教
育関係者向けのマニュアル作成 
 各種データベースの活用のひとつとして、
移行支援と連携のモデルを構築するために、
事例に基づいた Q＆A形式の発達障害幼児へ
の対応について保育・教育関係者向けのマニ
ュアル「インクルージョン保育・幼児教育ミ
ニハンドブック～障害のある子どもと健康
な子どもの最適な交流と共同活動体験 Q＆A
～」を作成した。 
 
４．研究成果 
 年度ごとの研究実績の概要は以下の通り
である。 
(1)平成 19年度 
①教育相談事例の整理分析と成果公表 
 東京学芸大学教育実践研究支援センター
で行っている教育相談事業である、「発達障
害電話相談」の実績を整理・分析し、その結
果を日本特殊教育学会第 45 回大会において
発表した（図１）。また、同大会においてシ
ンポジウムを企画し、地域や障害特性に応じ
た支援のあり方や、大学が果たす役割につい
て確認し、実践現場で使いやすいデータベー
ス構築に向けた議論を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１「発達障害電話相談の経過報告」より 

過去 10年間の傾向を整理したもの 

幼児： 認知・言語の発達の遅れ
小学生： 学習の遅れや学校適応
中・高校生： 進路や就職（発達障害）
成人 高機能PDDの診断

・相談内容の多様化への対応
・効率的・機能的な相談方法の検討

年齢期別の
課題や
トピック

・発達や言葉の遅れを主訴とする相談が多い

・「学習の遅れ」や軽度発達障害に関する相談が
　急増している。

・近年、成人期の相談（本人から）が急増している

年次変化
からみた
傾向

今後の課題

・「相談データベース」の必要性
・インターネットによる専門機関のネットワーク化
・インターネットによる情報提供の充実
　（個別指導計画バンク、発達障害チェックリスト等

相談内容
　　発達支援・障害への対応
　　障害理解
　　専門機関の情報



 

 

②Ｑ＆Ａ形式の発達障害幼児への対応マニ
ュアル「インクルージョン保育・幼児教育ミ
ニハンドブック～障害のある子どもと健康
な子どもの最適な交流と共同活動体験Ｑ＆
Ａ～」を作成した。 
 
(２)平成 20 年度 
①質問紙による中学・高校の不登校・発達障
害生徒の傾向と学校における支援の実態調
査を行った。 
②学校における不適応児童への教育支援プ
ログラムのデータベースコンテンツの充実
を図るため、「児童の感情表現を豊かにする
教育プログラム」と「ソーシャルスキル教育
におけるアセスメント」に関する研究を行っ
た。 
③Q＆A形式の教育相談マニュアル「不登校・
発達障害教育相談ミニハンドブック－教育
相談総合窓口化事業－」を作成した。 
 
(3)平成 21年度 
①平成 20 年度に引き続き、相談支援事例、
支援プログラムのデータベース蓄積及びイ
ンターネットによる情報提供、学習支援用教
材ソフトを運用し、利用者からの評価を求め
た（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 教材ソフトの一画面 
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